総会資料

日本沙漠学会2010年度総会
《2010年5月29日(土)，GEカレッジホール（いであ㈱本社社屋）》

次　　第

　 　　 開  　会

会長挨拶

　　 議長選出

　　 議  　事
1. 2009年度事業・決算・会計監査報告

　　　　            2. 2010年度事業計画および予算案

　　　　　　　　　　3. 名誉会員の推挙について

　　　　            4. 学会賞の審査報告について
　　　　　               5. その他
　　　　      閉　  会

１．2009年度事業・決算・監査報告

(1)2009年度事業報告

　 1)会務報告

　　a.会員

　　　2010年3月31日現在，会員数は以下の通り．

　　　名誉会員 :  4名　　　　　　正会員　 :349名

　　　学生会員： 58名　　　　　　賛助会員：  5社

購読会員： 10機関

　　b.会議

　　　(a)日本沙漠学会2009年総会

　　　　 2009年5月23日，独立行政法人　森林総合研究所において開催した．  

　　　　 総会の内容は 「おあしす」No.66に掲載． 　   　

　　　(b)評議員会(第22回)　

　　　 　2009年4月24日，東京農業大学世田谷キャンパスにおいて開催した．

　　　　 議事録は「おあしす」No.66に掲載．

　　　(c)理事会

　　　　 本年度中に理事会は5回開催した．

　　　　 第88～92回の議事録は「おあしす」No.66,No.68に掲載．






















なお，第93回の議事録はNo.69掲載予定．

  　  (d)編集委員会

      沙漠研究Vol.19,NO.1～Vol.19,NO.4の編集と発行.なおVol.19,NO.1はDT9
特集号として390ページを編集.またVol.20,S.として｢日本沙漠学会20年の歩み｣を編集．学会誌ならびに講演要旨集のA4版変更のための準備．
(e)学会賞審査委員会

2009年度に係る日本沙漠学会 学会賞の審査委員会を2009年4月24日に開催した.

   2)刊行物

　　 a.日本沙漠学会誌「沙漠研究」
　　　 Vol.19 No.1(2009年6月),Vol.19 No.2(2009年9月)

　　　 Vol.19 No.3(2009年12月)，Vol.19 No.4(2010年3月)

　 　b.ニューズレター「おあしす」
　　 　No.66(2009年6月) , No.67(2009年9月）
No.68(2009年12月）,  No.69(2010年3月）

　 　c.日本沙漠学会講演要旨集(第20集，第20回学術大会,2009年5月)

     d.ウェブニューズレターの発行　第7号～第8号までの発行

　 　e.学会ホームページの更新　アドレス：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jaals/
3)講演会及び研究会等の開催

　　 a.第20回学術大会：
2009年5月23日(土)～24日（日），独立行政法人森林総合研究所内(23日)と牛久市エスカード生涯学習センター(24日)において，一般研究発表（口頭発表20題、ポスター発表27題）が行われた.また,24日には平成20年度学会賞の2名の受賞者（奨励賞，論文賞）による記念講演も行われた。一般公開シンポジウム(日本沙漠学会・森林総合研究所ジョイント公開シンポジウム)「地球の環境を守るために-失われた森を再生する-」をテーマとして，講演者5名を招き講演後に総合討論を開催した
　　b.2009年度夏季シンポジウム：

　　　2009年6月8日(月)東京大学理学部4号館2階(1220教室)にて日本学術会議農

学委員会風送大気物質問題分科会との合同主催で｢黄砂・ダスト輸送と越境大気

汚染｣をテーマに開催.

　　c.2009年度秋季シンポジウム：

2009年10月3日(土)愛知大学豊橋校舎記念会館3階ホールにて，「沙漠の緑化をめぐって」をテーマに秋季シンポジウムを開催.

d.2009年度春季シンポジウム：

「DNA黄砂」をテーマに科研費｢DNA黄砂｣研究会と合同共催でシンポジウムを開催.2010年3月2日(火)(独)国際農林水産業研究センター(JIRCAS)国際会議場にて、48名の参加者を得て開催.

　　e.沙漠工学分科会講演会（第24回）：2010年1月29日に東京農業大学内にて開催.

参加者30名

    f.乾燥地農学分科会講演会(第18回)：2009年11月24日に独立行政法人国際協力機構JICA研究所国際会議場にて開催．参加者34名

g.沙漠誌分科会講演会: 2010年2月20日(土)午後1時～6時　

奈良女子大学記念館開催. 参加者(国内外)約90名.

h.風送ダスト研究会講演会：2010年3月3日に気象庁気象研究所にて開催.

参加者25名

　　i.その他

・2009年度シンポジウム:

　　　2009年10月31日(土)～11月3日(火) 日本科学未来館3F サイエンスアゴラ「地球の未来-日本からの提案Ⅱ-」: ｢日本沙漠学会からの提案と社会貢献｣のテーマで日本学術会議風送大気物質問題分科会と合同で主催した.この開催期間中に2回のシンポジウムを開催して各々5テーマ計10テーマの講演を行い，ポスター，写真パネル展示も開催した.

・公開シンポジウム:

　｢黄砂・沙漠緑化・草地保全・人工雨研究の最前線｣をテーマに、日本学術会議

農学委員会風送大気物質問題分科会ならびに(独)国際農林水産業研究センター

との合同主催. 2010年3月2日(火)(独)国際農林水産業研究センター(JIRCAS)国際会議場にて、48名の参加者を得て開催した.

4)分科会等の活動

a.沙漠工学分科会：（2010年3月31日現在，登録者数：211名）

　　  会長：高橋　　悟（東京農業大学）

　　　連絡先（事務局）：〒156-0054　世田谷区桜丘1-1-1

　　　　　　　　　　　　東京農業大学　地域環境科学部　生産環境工学科

　　　　　　　  　　　　幹事：鈴木　伸治Tel: 03-5477-2351,Fax:03-5477-2620

活動実績：第24回分科会の講演会を2010年1月29日に東京農業大学世田谷キャンパスで開催．講演会のテーマは「エチオピア中央部における水利用と食料生産技術」と題し，農林水産省の稲田幸三氏より「エチオピアにおけるウォーターハーベスティングと灌漑技
術～オロミア州中部半乾燥地帯を中心にして～」，NTCインターナショナル(株)の堀田朋樹氏より「連結ため池灌漑システム～ネリカ普及にむけた半乾燥地（エチオピア）における適用可能性～」，国際協力機構の北中真人より「ウガンダの降雨量と降雨時期がネリカ栽培に及ぼす影響について」，東京農業大学の穂坂賢氏より「新しい素材を活用した発酵調味料の開発～エチオピアにおける一試み～」の講演を開催．参加者30名．
　  b.乾燥地農学分科会：（2010年3月31日現在，登録者数：235名）
　　　会  長：的場 泰信
　　　連絡先（事務局）：〒010-0195　秋田市下新城中野字街道端西241-438

　　　　　　　　　　　　秋田県立大学・生物資源科学部・生物環境科学科気付
　　　　　　　　　　　　石川　祐一　　Tel: 018-872-1620 FAX:018-872-1677

                   　　　　　　　　　 E-mail：yu_ishikawa@akita-pu.ac.jp

活動実績：「講演・国際交流等」，「会報」，「情報・出版」，「研究開発」などのワーキンググル―プに分かれて調査，研究，実践活動を実施．2009年11月24日 に第18回講演会「サブサハラ・アフリカの食料・農村問題」(話題提供者：大賀圭治氏「激動する世界の食料需給」，志和地弘信氏「アフリカにおける降雨変動リスクとイモ類生産」，半澤和夫氏「ダンボ資源の利用と農業変化－ザンビア中央州C村の18年間－」)を開催し，34名の参加者を得た．分科会機関紙「CADALニュース」第55号を3月15日付けで発行し，187部を分科会会員ならびに講演会参加者に配布した．分科会の活動状況をさらに広く情宣するための情報発信として，分科会ホームページをECIネットに登録し，シンポジウムなどの案内をホームページに掲載している．また，メーリングリストを開設・運用している．関連する講演会・シンポジウムの開催および参加者の情報提供等に利用されている．
　  c.沙漠誌分科会　：（2010年3月31日現在，登録者数：155名）
　　　会  長：牛木 久雄 (元国際協力機構国際協力専門員）
　　　連絡先(事務局)：〒630-8506　奈良市北魚屋西町
　　　　　　　　　　　奈良女子大学文学部人文社会学科（地域環境学コース）
                      相馬秀廣　Tel・Fax:0742-20-3324 

e-mail：hsohma@cc.nara-wu.ac.jp
活動実績:シルクロード国際ミニシンポジウムⅡ開催.テーマ：「天・人・地からみた居延，エチナ，楼蘭 ―高解像度衛星画像・文書・現地調査から探る衛星考古地理学の試みと展望－」 2010年2月20日(土)午後1時～6時　奈良女子大学記念館にて開催.参加者(国内外)約90名.

　　ｄ.風送ダスト研究会
：（2010年3月31日現在、会員数：約40名）

会長

：三上　正男（気象庁気象研究所）



 連絡先（事務局）：〒305-0052　茨城県つくば市長峰1-1

　　　　　　　　　　  気象庁気象研究所　環境・応用気象研究部


　　              　
 
TEL:029-853-8613   FAX:029-855-7240

活動実績：2010年3月3日に気象庁気象研究所にてダスト研究会を開催し

た．講演者と講演タイトルは，以下のとおり．

・Yaping Shao (University of Cologne, Germany) : Wind Erosion,  From Micro-scale
Physics to Global Modeling.

・John A. Gillies (Desert Research Institute, USA) : Crust Strength and Dust 
Emissions.


　　  ・Jyunshi Ito (Ocean Research Institute, The University of Tokyo) : Large
 EddySimulation on Dust Devils and Dust Suspension in a Diurnally-Evolving 
Convective Mixed Layer.

・Masaki Nemoto (Snow and Ice Research Center, NIED) : Blowing and drifting 
snow as an aeolian process.
・Yasunori Kurosaki (ALRC, Tottori University) : The effects of vegetation on dust 
emissions at Mandalgobi, Mongolia

・Kana Nagashima (JAMSTEC) : Millennial-scale provenance shifts of the Asian 
dust.

・Yayoi Inomata (Acid Deposition and Oxidant Research Center) : Seasonal and 
yearly variation of dust deposition of Tsukuba: analysis by model simulation 
(MASINGAR).

・Tsuyoshi Sekiyama (MRI/JMA) : Numerical model studies of aeolian dust in MRI: 
Global aerosol model and data assimilation.                参加人数約25名．

   5)20周年記念事業
　　 a.日本沙漠学会第21回学術大会(20周年記念大会)準備

b.「沙漠の事典(丸善)」の発刊
　　 c.「日本沙漠学会20年の歩み」の編集
　　 d. 記念懸賞論文の募集と審査

　　 e.第10回国際沙漠技術会議(仮称)の日本開催(2011年5月)に向けての準備

6)国内外の研究者・関係機関との交流及び協力

　　 a. 日本地球惑星科学連合への協力・活動
　 　b. 日本学術会議農学委員会への協力・活動

　 　c. 地球環境科学関連学会協議会への協力・活動

　 　d. 中国新疆ウイグルの環境変動に関するシンポジウムへの後援(2010年2月23日)
e.


第56回
 風に関するシンポジウムの共催 (2010年3月19日)
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２.　2010年度事業計画及び予算案
(1)事業計画案
  1)会務

  　a.会員

　　　2010年4月1日現在，会員数は以下の通り

      名誉会員:   4名　　　　　正会員　：341名

　　　学生会員： 56名　　　　　賛助会員：  5社 

購読会員：  7機関

    b.会議

(a) 日本沙漠学会2010年度総会，2010年5月29日
GEカレッジホール(いであ本社社屋内)にて開催する

(b) 理事会　2010年4月23日（第94回）他4回開催する

(c) 評議員会(第23回)，2010年4月23日　東京農業大学世田谷キャンパスにて開催する

(d) 総務委員会　適宜開催する

(e) 財務委員会　適宜開催する

    (f)編集委員会　適宜開催する

(g)企画委員会　適宜開催する

    (h)学会賞審査委員会　適宜開催する

　2)刊行物

　　a.日本沙漠学会誌「沙漠研究」Vol.20 No.1（2010年6月）,No.2（2010年9月）

　　　No.3（2010年12月），No.4（2011年3月）

　　b.ニューズレター「おあしす」No.70（2010年6月）,No.71（2010年9月）,

　　　No.72（2010年12月），No.73（2011年3月）

　　c.日本沙漠学会講演要旨集（第21集）

    d.ウェブニューズレターの適宜発行

e.日本沙漠学会ホームページの適宜更新，入会案内の更新

　3)講演会及び研究会等の開催

　　a.第21回学術(20周年記念)大会：

　　　2010年5月29日(土)～5月30日(日) GEカレッヂホール(いであ本社社屋内)

　　　総会・20周年記念式典ならびに記念講演・研究発表会

　　b.2010年秋季シンポジウム：2010年10月23日奈良女子大学で開催予定
c.沙漠工学分科会講演会  :第25回(2010年11月)講演会を開催予定

　　d.乾燥地農学分科会講演会:第19回(2010年11月)講演会を開催予定
e.沙漠誌分科会講演会　　:2010年10月に秋季シンポジウム開催予定
f.風送ダスト研究会講演会:ダスト−気候系に関する研究のレビューと最新の研究

成果の紹介　1～2回の研究会を予定

 　 g.その他:適宜ミニシンポジウムを開催予定

  4)分科会等の活動

a.沙漠工学分科会

1)2010年11月に第25回講演会を開催予定
　　　2)見学会，研究会などの新規行事の検討を行う
b.乾燥地農学分科会

1)2010年11月に第19回講演会を開催予定
2)分科会機関誌「ＣＡＤＡＬニュース」第56, 57号を発行予定
3)ホームページの情報更新を行なう予定
4)メーリングリストにおける情報交換をさらに拡充する予定
5)その他，分科会会員の要望を集約し，新たな体制強化を図る










c.沙漠誌分科会
1)活動計画として2010年10月23日日本沙漠学会秋季シンポジウムを開催予定
d.風送ダスト研究会

以下のテーマに関する研究会を開催予定（１～２回程度）

1) ダスト−気候系に関する研究のレビューと最新の研究成果の紹介

5) 20周年記念事業

　　・第21回学術(20周年記念)大会の開催

・20周年記念式典の開催

　 ・「日本沙漠学会20年の歩み」の発刊
　 ・The 1st International Conference on Arid Land (Desert Technology X)(JAPAN)開催に向けての活動

6)国内外の研究者・関係機関との交流および協力

　　a. 日本地球惑星科学連合における活動協力

　　b. 日本学術会議農学委員会(平20年10月から改称)における活動への協力

　　c. 地球環境科学関連学会協議会における活動への協力

　　d. その他 国内外の講演会等への参加をはじめとして研究者・関係機関との交流と積極的協力

 7)その他本会の目的達成のための事業

　  a.必要な事業を随時開催予定
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３．名誉会員の推挙について

　　都留　信也　会員
４．学会賞の審査報告について
平成21年度　日本沙漠学会賞　小島　紀徳氏

　　業績題名：乾燥地の工学的利用と大規模植林による炭素固定に関する一連の
先進的な研究
５．その他
	学会事務局


日本沙漠学会事務局は，下記の機関において役割分担しています。用件の種類に従っ

てそれぞれの担当にご連絡下さい。

【日本沙漠学会総務担当】

　　〒156-8502  東京都世田谷区桜丘1-1-1 
　　　渡邉文雄：東京農業大学地域環境科学部生産環境工学科地水工学研究室

         



Tel：03-5477-2332　Fax：03-5477-2620 　E-mail: f-nabe@nodai.ac.jp
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